
西ケープ州治安情報  

【2022 年 10 月～12 月】 

 

在ケープタウン領事事務所  

 

１ 西ケープ州における犯罪傾向  

(１) タクシー（乗り合いバス）規制強化に対する大規模な抗議デモが発生。また、タクシー団体同士

の抗争、ギャングの抗争を背景とした銃撃事件が特に目立ち、観光客や邦人が立ち寄ることの多

いエリアでも銃撃事件が発生している。 

   

（２）事件の性質上報道が少ないが、身代金目的の誘拐事件が急増。南ア人だけでなく中国人、バ

ングラデシュ人などの外国籍ビジネスマンも多くの被害に遭っている。  

 

２ 邦人被害情報  

ケープタウン領事事務所管轄地域の 2022 年 10 月～12 月における邦人に対する被害の報告件

数は 2 件であった。 

（１）10 月 3 日 20:30 頃、Watefront 近くの Granger Bay Blvd の路上にて、邦人 1 名とその

家族１名が歩行中に強盗被害に遭った。当時は人通りがほとんど無く、後ろから近づいてきた男

が、同家族の身につけていた腕時計を強引に引きちぎり奪って逃走したもの。 

 

（２）11 月 23 日深夜 3 時頃、CBD の Long Street にて、邦人がナイトクラブから出てきた直後に

見知らぬ黒人男性に話しかけられた。数分の立ち話の後別れたが、知らぬ間にポケットに入れてい

たスマートフォンをすられていたもの。 

 

３ 凶悪事件等の発生情報  ※主要な事件を抜粋  

（１）殺人  

  ア  9 月 30 日から 10 月 2 日にかけて、Steenberg と Vrygrond にて銃撃事件が複数回発生

し 10 代の若者含む 7 名が死亡、２名が重傷を負った。タクシー団体、ギャングに関連した事案と

見られている。 

  イ  10 月 6 日 15：40 頃、観光客も行き交う Camps Bay の Victoria Road にて、タクシー団

体の抗争に関連した銃撃事件が発生。タクシー関係者１名が死亡、1 名が重傷を負った他、無

関係な一般人１名が巻き込まれ死亡した。 

  ウ  10 月 24 日夜間、Philippi 地区にて銃撃があり 5 名が死亡、1 名が重傷を負った。同地区で

は数日前に 2 名の警備員が襲撃を受け死亡し、銃器を奪われる事件が発生している。 

  エ  11 月 30 日の日中から深夜にかけて、Manenberg エリアでギャング抗争による銃撃戦が複数

回発生。一般人も巻き添えとなり３名が死亡、３名が重傷を負った。12 月 3 日には同地区で

ドライブバイシューティングがあり１名が死亡、８名が重傷を負った。  

  オ  12 月 3 日、CBD のケープタウン駅バスターミナルにて、乗降中の Intercape バスが銃撃を受け

運転手が負傷。また 12 月４日 17：00 頃には、ケープタウン空港前の Borcherds Quarry 

Road でも走行中の Intercape バスが襲われ運転手が負傷した。 



  カ  12 月 17 日 20：00 頃、Khayelitsha でタクシー団体の抗争による銃撃が発生し３名が死

亡、１名の一般人が巻き込まれ重傷を負った。 

  キ  12 月 30 日、Hanover Park と Mitchells Plain でそれぞれギャング抗争による銃撃があり 3

名が死亡した。内 1 人はギャングのリーダーと見られており、抗争の激化が懸念される。 

   

（２）抗議行動  

  ア  11 月 17 日、Hout Bay にて、市によるタクシー差し押さえに対する抗議行動が発生。同地中

心部にあるラウンドアバウトで、タイヤが燃やされたり、通行車両に対する投石があり一時通行止め

となった。 

  イ  11 月 21 日、ケープタウン市のタクシー支援事業縮小に対して、SANTACO 等のタクシー団体に

よる大規模な抗議行動が行われた。幹線道路 N7 の Dunoon 付近では通行車両に対する激

しい投石、Khayelitsha では 2 台の Goldenarrow バスと１台の Myciti バスが放火され、

Kuyasa ではバスが銃撃を受け運転手と乗客が負傷した。またこれら容疑者から 13 個の手製爆

弾が押収された。 

 

（３）誘拐  

  ア  10 月 21 日 12：00 頃、Bellville にて、複数の客がいる酒類販売店で誘拐事件が発生。

犯人は３名、店舗警備員を銃で脅したあと、店内にいたオーナーの妻にナイフを突きつけ連れ去っ

たもの。 

   

４ 日本人安全対策のためにとった具体的措置  

（１）在留邦人へのお知らせ等の発出  

在留邦人やたびレジ登録者に対し、「領事事務所からのお知らせ」として安全対策情報を発信し

た。 

 

（２）治安機関への申し入れ 

治安機関に対して、邦人被害事件の捜査推進依頼と、犯罪ホットスポットの警ら強化の申し入

れをおこなった。 

 

（３）語学留学生に対する治安ブリーフの実施  

    当地語学学校と連携し、新たに入学した邦人に対し、治安に関する個別ブリーフィングを実施した。 


